
 
 

 －3－  

 

 
二足歩行型恐竜ロボットの開発 

 
1. はじめに 
二足歩行ロボットの技術は，近年，目覚しい勢いで進歩

している。本田技研工業（株）の人間型ロボット：ASIMO
の最新型は，時速 6[km]の走行が可能になり，その華麗に走

行する姿が 2005 年 12 月 13 日のプレス発表で公開された。

しかしながら，現在の二足歩行ロボットは外骨格構造が主

流であり，転倒すると大きく破損する技術問題を抱えてい

る。本稿では，転倒しても破損を最小限で抑えることを実

現するために内骨格構造を採用した二足歩行型恐竜ロボッ

トの開発に関して紹介する。 
2. 開発目標 
開発したロボット（図 1 参照）は，平成 17 年 3 月 25 日

から愛知県で開催された「愛・地球博」（2005 年日本国際

博覧会）の長久手会場「遊びと参加ゾーン」のロボットス

テーションで、開催全期間の 185 日間を通して常設展示（デ

モンストレーション）するロボットとして開発した。その

ため，リアルな外観を実現するとともに，転倒しても破損

を最小限で抑えるために，内骨格型構造で表面を柔軟な素

材で被覆する構造を採用した。開発した恐竜の種類は，約

6700 万年前の白亜紀後期に生息していたと言われている草

食恐竜のパラサウロロフス（Parasaurolophus）と肉食恐竜

のティラノサウルス（Tyrannosaurus rex）を選定した。図

1 左側がパラサウロロフス型ロボットで，図 1 右側がティラ

ノサウルス型ロボットである。 

3. ロボット仕様 
ロボットの仕様は，以下のようにして決定した。 
ロボットの全長に関しては，常設展示するステージのサイ

ズ，ステージ上での迫力感，運搬，運用上の利便性などを考慮

して決定した。完成したロボットの全長は 3.5[m]で，体重は

約 80[kg]である。ちなみに，実際の恐竜の体長／体重は，パラ

サウロロフスで，体長 10[m]／体重 4[t]程度，ティラノサウル

スで，体長 12[ｍ]／体重 6.7[t]程度と推定されている。 
ロボットの関節数に関しては，関節構造と歩行動作を可能な

限り最新学説に基づき忠実に再現するように決定した。パラサ

ウロロフス型ロボットの総関節数は 26 軸で，ティラノサウル

ス型ロボットの総関節数は 27 軸とした。各関節軸の駆動機構

は，バックラッシュの少ないハーモニックドライブ減速機とサ

ーボモータで構成している。 
各関節軸のサーボモータと減速機に関しては，ヒューマノイ

ドロボット HRP-2(1)を参考に作成した初期モデルに基づき

OpenHRP の動力学シミュレータ(2)を繰返し行い選定した。 
4. 内骨格構造 
図 2 に，今回開発したロボットの内骨格構造を示す。「愛・

地球博」の開催全期間中にて，総計 1812 回のデモンストレ

ーションを実施したところ，不幸にも 4 回程転倒するアク

シデントがあった。しかしながら，この転倒での損傷は軽

度のもので，予定スケジュールに穴を空けることなく運用

が行えた。この運用実績より，内骨格型構造で表面を柔軟

な素材で被覆している構造の優位性があったと認識してい

る。 

5. まとめと今後 
内骨格構造の開発により，リアルな外観を持つ，転倒時

の損傷を抑える二足歩行型恐竜ロボットを実現した。今後

とも，二足歩行ロボットの実用化を阻む数多くの技術課題

に取り組み，早期産業化を目指したいと思っている。 
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図 1 パラサウロロフス型ロボット（左）と 

ティラノサウルス型ロボット（右） 
 

 

 
図 2 内骨格構造 


